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日頃より支部活動にご理
解ご協力をいただき、有難
うございます。
昨年の支部報発行時、コ
ロナは感染者が確認された
クルーズ船の中、限られた
空間での出来事のような印

象がありましたが、この 年間、世界を一変さ
せるような脅威となり、計り知れない影響を与
えました。ワクチン接種に希望が見えてきたと
はいえ、感染拡大防止と社会経済活動の両立は
未だ根本的解決が困難な状況です。
支部活動については、今期ほど色々と「判断」

が必要な年はありませんでした。総会は、成立要
件を満たしていないと認識しつつも書面決議で
行うという判断をしました。雇用調整助成金の
対応（これにより、社労士という言葉が消えた年
金問題以来の認知度を得ました）や労働環境等
に関する相談会の依頼に対し、緊急事態宣言下
で、支部長として使命感を持って会員を派遣す
べきなのか、会員（家族や事務所職員も含む）を
危険から守るべきなのか悩んだこともありまし
た。また、支部会に代えて助成金等の情報交換会
をやりたいという思いは実現せず、オンライン
形式の研修会については、判断次第でもっと早

く開催できたかもしれないと思っています。し
かし、理事会は になり、 月の支部会・
研修会は何としてもオンライン（ハイブリッド
形式）で行いたいという願いを実現しました。今
後支部としてのあり方は、副支部長 名の思い
なども詰まった正副支部長座談会のコーナーで、
色々述べさせていただいています。参照下さい。
今コロナの影響下で、苦しんでいる方、助け

を求めている方が大勢います。私たちは、埼玉
会の石倉会長から新年にあたっていただいたメ
ッセージ「士（サムライ）業としての、顧客を
助けるという使命感、すべての人の笑顔を作る
という使命感を大切に」を心に刻み、労務管理
及び労働社会保険諸法令のスペシャリストであ
るという誇りを持って仕事をしなければなりま
せん。
支部としても次年度は 周年を意識した支

部活動を行っていく予定です。引き続きよろし
くお願いいたします。

ご 挨 拶 支部長 小 泉 昌 子

【勤務等会員】

令和 年 月 日（木） 所沢支部通常総会
※支部会、研修会、厚生行事等の予定は、随時支部ホームページでお知らせいたしますので、

ご確認ください。

北原 幹大（きたはら まさひろ）
②令和 年 月１日
③音楽鑑賞、書店やホーム
センター巡り、読書等
④実務に従事してまだ日が浅
く、知識やスキルは未熟な
状態ですが、自己研鑽に励みレベルアップを

図っていきたいと思います。また、クライア
ントから「北原に聞いてみよう」と頼られる
ような社労士となり、事業所・労働者の力に
なれるよう頑張って参ります。

その他の新会員の皆さんは次の方々です。（令和 年 月 日以降）

大野 宏さん 開業 令和 年 月 日 登録
岡久 佳春さん 開業 令和 年 月 日 登録
柴田 充郎さん 開業 令和 年 月 日 勤務等

（令和 年 月以降）

「社労士ところざわ 号」をお届けいたします。令和 2年は新型コロナウイルス感

染症の影響により多くの支部活動は中止となり、広報委員会のメイン行事である「所沢市

民フェスティバル」も中止になり広報活動が難しい 年でした。

役員改選の年にあたり、正副支部長に色々とお話を伺いたいと思い『正副支部長座談会』を行い記

事の掲載をさせていただきました。正副支部長の支部への『思い・願い』を直接に伺い、私自身も、団

体の一会員として組織に貢献できるように努めていかなければという気持ちを新たにしました。

広報委員会は、今後もより一層の情報発信を行い、所沢支部が会員皆様にとってお役に立てる存在

となるよう広報活動をしっかりと行っていきたいと思っています。引き続き皆さまのご協力をよろし

くお願いいたします。

（広報委員会委員長 鈴木典子）
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テレビでよく紹介がされていた『角川武蔵野ミュージア
ム』、チームラボのどんぐりオブジェを実際に見て感激
しました。商業施設には珍しい神社もあります。
サクラの季節にまた行ってみたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会：鈴木）

令和 2年 11 月 6日グランドオープン～～

令和2
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